
特
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・
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
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け
て
⑤

①
事
業
系
ご
み
の
現
状
と
課
題

②
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
横
浜
工
場
の
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

　
の
取
り
組
み

③
松
下
通
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の
資
源
化
・
減
量
化
の
取
り
組
み

④
商
業
の
ご
み
減
量
化
・
資
源
化
へ
の
取
り
組
み

１
―
は
じ
め
に

２
―
本
市
事
業
系
ご
み
の
動
向

３
―
本
市
事
業
系
ご
み
の
課
題

４
―
今
後
の
方
向
性

５
―
終
わ
り
に

表―1　事業系ごみの推移
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◎
事
業
所
の
ご
み
減
量
化
・
資
源
化
へ
の
取
り
組
み

は
じ
め
に

　
一
般
論
で
は
あ
る
が
、
従
来
か
ら
「
ご
み
量
は
景

気
に
比
例
す
る
」
と
言
わ
れ
て
き
た
。
事
の
是
非
は

別
と
し
て
、
国
の
経
済
フ
レ
ー
ム
が
大
量
生
産
、
大

量
消
費
、
大
量
廃
棄
を
ペ
ー
ス
に
構
築
さ
れ
て
き
た

傍
証
と
も
言
え
る
。
こ
の
定
義
か
ら
す
る
と
、
バ
ブ

ル
崩
壊
後
の
景
気
低
迷
期
に
は
、
ご
み
量
が
減
少
に

転
ず
る
こ
と
に
な
り
、
事
実
、
多
く
の
自
治
体
の
ご

み
量
は
、
横
這
い
若
し
く
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　
し
か
し
、
例
外
事
例
の
一
つ
が
横
浜
市
の
事
業
系

ご
み
で
あ
る
。
市
内
の
企
業
、
事
業
所
及
び
店
舗
な

ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
事
業
系
ご
み
は
、
平
成
六
年
度

の
年
間
約
四
十
三
万
ト
ン
か
ら
、
平
成
十
一
年
度
に

は
約
六
十
三
万
ト
ン
と
大
き
く
増
加
し
、
指
定
都
市

で
は
、
大
阪
市
に
次
ぐ
収
集
量
と
な
っ
て
い
る
。
本

稿
で
は
、
本
市
の
事
業
系
ご
み
の
現
状
、
ク
リ
ア
す

べ
き
課
題
と
方
向
性
等
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

本
市
事
業
系
ご
み
の
動
向

①
―
中
小
事
業
所
中
心
の
事
業
活
動

　
現
在
市
内
で
経
済
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
事
業
所

や
店
舗
の
総
数
は
、
約
十
二
万
五
千
箇
所
に
上
る
と

推
計
（
平
成
八
年
度
・
事
業
所
企
業
統
計
調
査
）
さ

れ
る
。
こ
の
う
ち
い
わ
ゆ
る
大
規
模
事
業
所
や
大
型

小
売
店
舗
は
、
約
二
千
六
百
（
二
・
一
％
）
程
度
に

止
ま
り
、
全
体
の
約
九
八
％
は
中
小
事
業
所
が
占
め

る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
産
業
構
造
が
ご

み
の
排
出
傾
向
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

②
―
収
集
運
搬
シ
ス
テ
ム
の
変
更

　
横
浜
市
で
は
、
「
事
業
活
動
に
伴
う
廃
棄
物
＝
事

業
者
の
自
己
処
理
責
任
」
と
い
う
廃
棄
物
処
理
法
の

基
本
理
念
に
基
づ
き
、
平
成
九
年
一
月
か
ら
全
て
の

事
業
系
ご
み
の
有
料
化
と
市
の
許
可
業
者
に
よ
る
収

集
を
実
施
し
て
い
る
。
事
業
系
ご
み
の
収
集
運
搬
に

関
し
て
は
、
基
本
的
に
排
出
事
業
者
と
許
可
業
者
と

の
対
等
な
契
約
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。

本
市
事
業
系
ご
み
の
課
題

①
―
減
量
化
の
推
進

　
平
成
九
年
一
月
、
本
市
が
事
業
系
ご
み
の
全
量
有

料
化
に
踏
み
切
っ
た
理
由
の
一
つ
に
、
有
料
化
を
契

機
に
「
ご
み
の
減
量
」
を
推
進
す
る
目
的
が
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
そ
の
後
の
事
業
系
ご
み
量
は
、
引
続
き

増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
（
表
―
１
）
。

⑦
従
来
、
家
庭
ご
み
と
し
て
市
が
収
集
し
て
い
た
も

の
が
、
許
可
業
者
収
集
に
移
っ
た
結
果
、
事
業
系
ご

み
と
し
て
表
面
化
し
た
こ
と
。

■
二
見
良
之
・
岩
本
健
二

①
事
業
系
ご
み
の
現
状
と
課
題

１

２

３



イ
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
の
一
環
と
し
て
、
民
間
焼
却

炉
の
使
用
制
限
、
野
焼
き
の
禁
止
等
が
実
施
さ
れ
、

最
終
的
な
ご
み
量
が
増
加
し
た
こ
と
。

　
以
上
の
よ
う
な
背
景
が
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ

に
せ
よ
個
別
の
原
因
追
求
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
事

業
系
ご
み
の
増
加
を
ト
ー
タ
ル
に
分
析
し
、
的
確
な

減
量
化
対
策
を
講
ず
る
こ
と
が
緊
急
課
題
と
な
っ
て

い
る
。

②
―
資
源
化
の
徹
底

　
具
体
的
に
、
事
業
系
ご
み
の
減
量
化
を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
資
源
化
の
徹
底
を
図
る
こ
と
が
急
務
と

な
る
が
、
本
市
の
事
業
系
ご
み
の
資
源
化
状
況
を
分

析
す
る
と
、
概
ね
順
調
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

大
規
模
事
業
所
と
、
資
源
化
の
立
ち
遅
れ
が
目
立
つ

中
小
事
業
所
と
に
大
別
で
き
る
。

　
大
規
模
事
業
所
（
延
床
三
千
m
2
以
上
の
事
業
所
又

は
延
床
五
百
m
2
以
上
の
大
型
小
売
店
舗
）
か
ら
排
出

さ
れ
る
ご
み
の
資
源
化
状
況
は
、
表
―
２
の
と
お
り

で
あ
り
、
最
近
で
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
取
得
に
意
欲
的
な
企

業
も
多
く
資
源
化
率
が
四
〇
％
を
超
え
て
い
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
全
体
の
約
九
八
％
を
占
め
る
中
小

事
業
所
の
資
源
化
状
況
は
、
表
―
３
の
と
お
り
で
あ

る
。
中
小
事
業
所
に
つ
い
て
は
、
一
事
業
所
か
ら
排

出
さ
れ
る
ご
み
量
も
少
量
で
あ
り
、
分
別
・
資
源
化

に
手
間
が
か
か
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
資
源
化
が
進
ん

で
い
な
い
。
品
目
別
で
は
、
事
業
用
ダ
ン
ボ
ー
ル
に

代
表
さ
れ
る
紙
類
の
資
源
化
に
遅
れ
が
目
立
つ
。

③
―
公
平
性
の
確
保

　
本
市
の
事
業
系
ご
み
全
量
有
料
化
は
、
全
て
の
事

業
者
に
等
し
く
適
用
さ
れ
る
制
度
で
あ
り
、
例
外
は

な
い
。
し
か
し
、
一
部
の
繁
華
街
等
で
は
、
事
業
者

が
ル
ー
ル
を
無
視
し
て
、
事
業
系
ご
み
を
家
庭
ご
み

に
紛
れ
て
排
出
す
る
等
の
行
為
も
散
見
さ
れ
る
。

　
　
「
事
業
者
間
の
公
平
＝
制
度
の
根
幹
」
を
揺
る
が

す
不
法
投
棄
は
断
じ
て
認
め
ら
れ
な
い
。

④
―
分
権
化
の
推
進

　
地
域
の
事
業
所
か
ら
出
さ
れ
る
ご
み
の
適
正
処

理
、
減
量
化
・
資
源
化
は
、
日
々
の
地
道
な
取
り
組

み
が
重
要
で
あ
り
、
排
出
現
場
で
の
タ
イ
ム
リ
ー
な

対
応
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
現
在
、

局
段
階
で
有
し
て
い
る
各
種
の
指
導
機
能
等
を
各
区

の
収
集
事
務
所
に
移
管
し
、
迅
速
且
つ
効
率
的
な
実

施
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
の
方
向
性

①
―
発
生
抑
制
の
意
識
醸
成

　
事
業
系
ご
み
有
料
化
の
徹
底
を
図
る
中
で
、
事
業

者
に
対
し
て
、
ご
み
を
出
さ
な
い
こ
と
が
、
結
果
と

し
て
事
業
コ
ス
ト
の
削
減
に
資
す
る
こ
と
を
繰
り
返

し
訴
え
、
ご
み
の
発
生
抑
制
に
対
す
る
共
通
意
識
を

醸
成
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

②
―
中
小
事
業
所
の
資
源
化
推
進

　
個
別
で
は
資
源
化
に
取
り
組
み
難
い
中
小
事
業
所

の
現
状
を
踏
ま
え
、
資
源
回
収
の
共
同
化
・
集
約
化

を
実
現
し
て
い
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
具
体

的
に
は
、
商
店
街
単
位
等
の
地
域
別
、
又
は
事
業
所

の
業
種
・
業
態
別
に
事
業
用
ダ
ン
ボ
ー
ル
等
を
共
同

回
収
す
る
こ
と
な
ど
、
簡
易
に
実
施
出
来
る
と
こ
ろ

か
ら
の
取
り
組
み
が
急
が
れ
る
。

③
―
地
域
発
の
具
体
的
な
取
組
み

　
事
業
系
ご
み
は
、
排
出
源
に
応
じ
て
形
状
・
成
状

が
一
様
で
は
な
く
、
画
一
的
な
減
量
化
・
資
源
化
は

馴
染
ま
な
い
。
商
店
街
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
飲
食
店
街

の
厨
芥
類
、
中
小
部
品
メ
ー
カ
ー
の
金
属
類
と
い
っ

た
そ
の
地
域
の
最
大
公
約
数
を
無
理
の
な
い
形
で
資

源
化
す
る
地
域
発
の
具
体
的
な
取
り
組
み
が
望
ま
し

い
。

④
―
徹
底
し
た
現
場
主
義
の
導
入

　
事
業
系
に
限
ら
ず
、
一
般
に
ご
み
処
理
の
成
否
を

分
け
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
如
何
に
水
際
で
対
処
で
き
る

か
に
か
か
っ
て
く
る
。
具
体
的
に
は
、
毎
日
の
収
集

作
業
の
中
で
、
排
出
源
に
常
時
接
し
て
い
る
現
場
で

の
職
員
に
よ
る
適
正
排
出
及
び
資
源
化
指
導
が
有
効

で
あ
る
と
考
え
る
。

終
わ
り
に

　
事
業
系
ご
み
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
経
済
活
動

に
よ
っ
て
生
じ
た
廃
棄
物
で
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略

や
企
業
行
動
と
密
接
不
可
分
で
あ
る
。
こ
の
た
め
廃

棄
物
の
減
量
化
・
資
源
化
を
働
き
か
け
て
い
く
場

合
、
循
環
型
社
会
の
重
要
性
と
い
っ
た
一
般
論
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
限
界
が
あ
る
。
今
後
は
、
企
業

の
社
会
的
責
任
に
併
せ
、
ご
み
の
発
生
抑
制
、
減
量

化
及
び
資
源
化
へ
の
取
り
組
み
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
面
で

も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
、
ひ
い
て
は
、
企
業
経
営

の
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
に
成
り
う
る
こ
と
等
を
積
極

的
に
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

Λ
二
見
＝
環
境
事
業
局
事
業
系
ご
み
対
策
課
長
／
岩

本
＝
同
担
当
係
長
Ｖ

特
集
・
循
環
型
社
会
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
て
⑤
事
業
所
の
ご
み
減
量
化
、
資
源
化
へ
の
取
り
組
み

表―2　事業用大規模建築物の一般廃棄物の発生量
　　　　（廃棄量・資源化量）の推移

表―3　中小排出事業所の資源化状況
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